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研究要旨 

2018年に 2017年 3月末までの文献を用いて科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドラ

イン（第 2版）を発行し、3年以上が経過している。本プロジェクトでは、同ガイドラインの改訂

を最終目的として、アルブミンに関する情報収集を行った。今回は、2017年 4月 1日より 2022年

9 月 30日の範囲で新たに報告された、アルブミンに関する論文検索を行った。検索は PubMedデー

タベース、Cochrane データベース、医学中央雑誌データベースについてアルブミンを含む検索式

で行った。それぞれ重複を避けて集計したところ 1775 文献が該当した。さらに一次選択作業を実

施し、218文献が抽出された。 

Ａ. 研究の目的 

科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイ

ドライン（第 2版）の改訂を目的として、アルブミ

ンに関する情報収集を行うことを目的とした。 

 

Ｂ. 研究方法 

2017 年 4 月 1 日より 2022 年 9 月 30 日の範囲で新

たに報告された、アルブミンに関する論文検索を

行った。検索は PubMedデータベース、Cochraneデ

ータベース、医学中央雑誌データベースについて

アルブミンを含む検索式で行った。 

（倫理面への配慮） 

該当せず 

 

Ｃ. 研究結果 

上記の方法で検索を行ったところ、それぞれ重複

を避けて集計し 1775文献が該当した。さらに一次

選択作業を実施し、218文献が抽出された。現行の

ガイドラインでは 13の Clinical Question（CQ）

が設定されていたが、今回の改定では CQの変更を

行わないこととした。精査の結果、218文献のうち

13 の CQ に該当したのは以下の 136 文献であった。 

CQ１ 循環血液量減少性ショック       

は 10文献が該当した。 

CQ２ 敗血症                             

は 20文献が該当した。 

CQ３ 腹水を伴う肝硬変                       

は最多の 50文献が該当した。 

CQ４ 難治性の浮腫，肺水腫を伴うネフローゼ症

候群は 4文献が該当した。 

CQ５ 循環動態が不安定な血液透析等の体外循環     

は 5 文献が該当した。 

CQ６ 凝固因子の補充を必要としない治療的血漿

交換療法は 9文献が該当した。 

CQ７ 重症熱傷                             

は 6文献が該当した。 

CQ８ 低蛋白血症に起因する肺水腫あるいは著明

な浮腫は 3文献が該当した。 

CQ９ 頭部外傷・脳虚血（脳梗塞急性期・脳血管

攣縮）は 3文献が該当した。 

CQ10 人工心肺を使用する心臓手術                

は 17文献が該当した。 

CQ11 周術期の循環動態の安定した低アルブミン

血症は 10文献が該当した。 

CQ12 蛋白質源としての栄養補給                  

は該当する文献がなかった。 

CQ13 終末期患者                            

も該当する文献がなかった。 

その他アルブミンと関連する HCV/HBV/肝がんに関

する論文報告と学会発表を複数行った。 

 

Ｄ＆Ｅ．考察と結論 

今回データベース検索と一次選択作業を行い、CQに

該当する136文献を抽出することが出来た。特にCQ

３に関する文献が多く報告されており、新たなエビ

デンスが追加されている可能性があると考える。 
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